
インディペンデンスリーグ四国－第4 節                             2018 年6 月10 日 

高松大学 ０ － ２ 愛媛大学 
【主将インタビュー】 

高松大学：梶田彩斗 

決めれるところで決めれなかった。 

愛媛大学：沖西海青 

ボールを持てない時間が続いて苦しい試合展開だったが、セットプレーとカウンターから得点を奪えて、いい試合運びができた。 

【Parsonal of the match】 

高松大学 31番 久米康介（前線で流動的に動いていてマークしずらかった） 

愛媛大学 49番 白石 匠（運動量が豊富で、点も決めていた。） 

                                                                                         

四国学院大学Ｂ ０ － １ 高知大学Ｂ 
【主将インタビュー】 

四国学院大学Ｂ：永田凌也 

1 点の差で負けたので悔しかった。 

高知大学Ｂ：細川敬央 

10 人になってから苦しかった 。 

【Parsonal of the match】 

 四国学院大学Ｂ 26番 岡田 大介（運動量と個人の仕掛け） 

高知大学Ｂ 28 番 迫田 祥仁（攻撃の起点になっていた） 

                                                                                         

松山大学 ０ － ４ 高知大学Ａ 
【主将インタビュー】 

松山大学：宗光翔太 

格上とわかっていてセカンドボールを拾えなくてチャンスを作れなかった。雨のピッチで力負けをした。 

高知大学Ａ：中矢祥太 

ピッチが悪い中、早い時間に点が取れてよかった。 

【Parsonal of the match】 

 松山大学 42 番 田中 綜太郎（中盤で試合をつくっていたから。） 

高知大学Ａ 10 番 平谷充矢（縦と中を突破されて嫌だった。） 

                                                                                         

高知大学Ｄ １ － ２ 高知大学Ｃ 
【主将インタビュー】 

高知大学Ｄ：花田利騎 

試合に負けて悔しいけれど、次に向かって頑張ります。 

高知大学Ｃ： 

立ち上がりすぐ先制点を取れたことがすごく良くて前半良い形でできた。 

後半失点した後も折れずに追加点を取れて無事勝てたことが何よりうれしかったです。 

【Parsonal of the match】 

 高知大学Ｄ 86番 花田利騎（3 年生ながらキャプテンとして最後まで諦めない姿勢で戦ってきたのが怖かったです） 

高知大学Ｃ 39 番 瀧晃太郎（身体を張って攻撃の起点になって先制点を取られたから） 

 


